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品 下 内 閣府 副 大 臣 の 
アイ ル ラ ンド ・ ド イツ 出張 概要 





宮下 内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 ) は 、 令 和 2 月 11 日 ( 火 ・ 祝 ) か ら 14 日 ( 金 ) に か け て 、 ア イル ラン 





隊 太 NR 還 遇 まり 


アイ ル ラ ンド で は 、 ア イル ラン ド 政 府 が 主催 する 欧州 金融 フォ ー ラ ム に お いて 、 
けた 我が国 の 金融 サー ビス 」 を テー マ に 講演 を 行う と と も に 、 マ クル ー フ アイ ル ラ ンド 中 央 銀行 総裁 



































と の 意見 交換 等 を 行い まし た 。 





ドイ ツ で は 、 英 国 の EU 離 脱 を 受け 、 欧 州 の 金融 セン ター 


1 アイ ル ラ ンド 





(1 ) 欧州 金融 フォ ー ラ ム (European Financial Forum) 


5 回 目 の 開 催 と な っ た 今回 の 欧州 金融 フォ ー ラ ム ※1 は 、 


な 0 年 幅 同 


と し て 影響 力 が 拡大 する フラ ンク フル ト 
を 訪問 し 、 メ ル シ ュ 欧州 中 央 銀行 (ECB) 専務 理事 や 、 フ ラン ク フ ル ト を グロ ー バ ル な 金融 都市 に す 
る こと を ミッ ショ ン と する フラ ンク フル ト ・ マ イン ・ フ ァ イ ナ ンス と の 意見 交換 等 を 行い まし た 。 








「2020 年 代 に 備え て (Ready for a new 


decade) 」 を メイ ン テ ー マ と し 、 約 700 名 が 参加 する 中 、 2 月 12 日 ( 水 ) 、 ダ ブリ ン 城 に お いて 開 


(さき UESU 76。 





宮下 副 大 臣 は 、 ア イル ラン ド 政 府 か ら の 公式 招 了 賜 を 受け 、 当 該 フ ォ ー ラ ム に お いて 、 約 15 分 の 講 
演 を 行い まし た 。 講演 に お いて 、 副 大 臣 は 、 国 際 的 に も 、 低 金利 環境 が 長期 化し 、 人 口 減少 や 高齢 






























































化 が 進展 する な ど 、 金 融 を 取り 巻く 環境 が 大 きく 変化 する 中 、 金 融 の 果たす 役割 や ビジ ネス モデ ル 
は 、 今後 ます ます 変化 が 必要 と され る と の 問題 意識 の 下 、 「 新 た な 10 年 に 向け た 我が国 の 金融 サー 
ビス | を テー マ に 、 次 世代 に 向け た 金融 に つい て 、 日 本 の 取組 み を 中 心 に 、4 つの 観点 (① 社 会 全 





























体 の デジ タル 化 、② 企 業 支援 、③ 環 境 問題 、④ 国 民 の 3 





だ 2 























| 金融 フォ ー ラ ム で の 講演 の 様子 | 
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産 形成 ・ 証 券 市 場 ) か ら 考 え 方 を 述べ まし 





欧州 金融 フォ ー ラ ム に お ける レオ ・ ヴ ァ 


ッ カ ー 首 相 ( 右 ) や マイ ケル ・ ダ ー 
シー 金融 担当 大 臣 ( 左 ) と の 記念 撮影 
























































※1 欧州 金融 フォ ー ラ ム は 、 了 欧米 主要 国 等 の ビジ ネス 界 ・ 政 策 立 案 者 等 が 集まっ て 金融 業界 や 規 4 





る 欧州 を 代表 する イベ ント の 一 つ で あり 、 ア イル ラン ド 首 相 、 財 務 大 
ドド で 
※2 一 大 臣 の 講演 原稿 は 、 下 記 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト に 掲載 予定 で す 。 
@ 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト : 






























































臣 、 中 央 銀行 総裁 も 








: https://www.fsa.go.jp/common/conference/danwa/index kouen.html 








英 : https://www.fsa.go.jp/en/announce/state/index_speeches.html 











則 の あり 方 に つい て 議論 す 














H 席 する 同 


玉 | 











政府 を あげ た イベ ン 


(2 ) マク ルー フ アイ ル ラ ンド 中 央 銀行 総裁 と の 
面会 

アイ ル ラ ンド 訪問 の 機会 を 捉え 、 ア イル ラン 
ド 中 央 銀行 を 訪問 し 、 ガ ブリ エル ・ マ クル ー フ 
中 央 銀行 総裁 と 面会 を 行い まし た 。 面 会 に お い 
て は 、 英 国 と 隣 拉 する アイ ル ラ ンド と し て の 英 
国 の EU 離脱 (ブレ グ ジ ッ ト ) へ の 対応 、 フ ィ ン 
表 ツ ンク る 考 久 方 な ね と 全く の 課題 つい 
iG 形見 交換 を 休 い また 。 














マク ルー フ アイ ル ラ ンド 中 央 銀行 総裁 
と の 面会 後 の 記念 撮影 


2 証 E/ 
ドイ ツ で は 、 デ レグ ジッ ト を 受け 、 欧 州 の 金融 セン ター と し て 影響 力 が 拡大 する ララ ンク ラル ト を 


訪問 し 説 し 計 。 





(1) イプ ブ ・ メ ル シ ュ 欧州 中 央 銀行 (ECB) 専務 理事 と の 面会 
フラ ンク フル ト に 所 在 す る ECB を 訪問 し 、 メ ル シ ュ 専務 理事 と 面会 を 行い まし た 。 面 会 に お いて 
は 、 ブ レグ ジッ ト へ の 対応 、 長 引く 低 金 利 環 境 の 影響 、 デ ジタル 通貨 に 対す る 考え 方 な ど 、 様 々 な 


























課題 上 の 0 邊 見 全 了 全 を いま し た 





(2 ララ シンク 2 ルルド 0 クリ カン スバ EMI 等 と の 面会 

フラ ンク フル ト を グロ ー バ ル な 人 金融 都市 に する こと を ミッ ショ ン と する FMF を 訪問 し 、Hubertus 
ZS シシ ンク 2 リリ クノ ク クー2 邊 2 シ ショ ルリ 7 2 (0 の 2 の クラ ルド リラ シリ クン 
ス ・ オ ブ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ・ セ ンタ ー (WAIFC) の Jochen Biedermann マ 
ネジ ング ・ ダ イレ クタ ー と 面会 し 、 ブ レグ ジッ ト へ の 対応 、 金 融 機 関 に 対す る フラ ンク フル ト へ の 
請 層 二 イン クチ ツク や の 0 OO( 請 見 全 を 肝 り いま し た 





その 他 、 ア イル ラン ド ・ ダ ブリ ン 及 び ド イツ ・ フ ラン ク フ ル ト に お いて 、 現 地 日 系 企業 ・ 金 融 機関 
と も 、 そ れ ぞ れ の 都市 で ビジ ネス を 行う メリ ッ ト や 課題 、 ブ レグ ジッ ト へ の 対応 等 に つい て 意見 交換 
RA UE 


















































及び Jochen Biedermann WAIFC MD ( 左 か 
ら 2 番目 ) と 面会 後 の 記念 撮影 。 日 本 の 
(参考 ) 訪問 の 記念 と し て 、 宮 下 副 大 臣 よ り 、 水 引 を 使っ た 宝船 | Fintech 協 会 より 鬼頭 武 嗣 代 表 理 事 も 参加 
の 額 を お 贈り し まし た 。 ( 左 か ら 1 番目 ) 


と 面会 後 の 記念 撮影 


2 ショ 欧州 伸行 再 台 
I i A | Hubertus Vath FMF MD ( 右 か ら 2 番目 ) 



















































































政策 解説 コー ナー 


地域 金融 機関 の 経営 と ガバ ナン ス の 向上 に 資す る 


課長 補佐 金ケ崎 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 










































































1 ヨ ピ . 主 . 


地域 銀行 は 、 地 域 に 根差し 、 地 域 に お ける 預金 ・ 融 資 量 で 大 き な 割 合 を 占め 、 基 本 的 な 決済 機能 
を 担う な ど 、 地 域 経 済 を 支え る 重要 な 役割 を 果たし て いま す 。 

一 方 、 地 域 銀行 の 経営 環境 は 年 々 厳し さ を 増 し て いる 中 で 、 地 域 銀行 は 持続 可能 な ビジ ネス モデ 
ル を 構築 し 、 将 来 に わた る 健全 性 を 確保 する と と も に 、 金 融 仲介 機能 を 継続 的 に 発揮 し て いく こと 
0 二 に EES こ の うっ (UE OU 

この た め 、 経 営 ト ッ プ や 取締 役 会 等 が 、 自 行 の 経営 理念 を 改め て 見 つめ 直す と と も に 、 実 効 的 な 
ガバ ナン ス に 基づき 、 自 行 を 取り 巻く 経営 環境 を 的 確 に 分 析 し 、 経 営 戦略 を 策定 ・ 実 践 する こと も 、 
一 層 重 要 と な っ て いま す 。 

こう し た 点 を 踏ま えて 、 昨 年 8 月 28 日 に 公表 し た 「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 
金融 行政 の これ まで の 実践 と 今 200000 noe 1 こ お い て は 、 | 地域 金融 機関 の 
持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た パッ ケー ジ 策 」 の 一 つと し て 、「 地 域 金 融 機関 の 経営 ・ 
I 
を 掲げ て いま し た 。 

本 年 2 月 7 日 ( 金 ) 、 地 域 銀行 の 経営 と ガバ ナン ス の 実効 性 の 向上 に 資す る よう 、 こ れ ら に 関す 
る 主要 論点 を 整理 し て 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト の 手続 き を 開始 し まし た ※2 。 






























































2. コア ・ イ シュ ー の 内 容 


コア ・ イ シュ ー は 、 自 行 の 経営 と ガバ ナン ス に と っ て 重要 と 考え られ る 8 つの 主要 論点 か ら 構 成 
され て いま す 。 8 つの 主要 論点 と 具体 的 な 論点 の ポイ ント を 次 に 掲げ た いと 思い ます 。 

















| 地域 社会 と の 関係 【 諭 点 2】 






| 業務 プロ セス の 合理 化 ・ 他 機関 と の 連携 【 論 点 7】 
BR 
















経営 トッ プ 
の 役割 【 論 点 3】 の 役 視 [馬上 











※1 令 和 元 年 8 月 28 日 公表 、「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 一 ( 令 和 
元 事務 年 度 )」 (https://www.fsa.go.jp/news/r1/20190828.html) 

※2 本 年 2 月 7 日 公表 、「『 地 域 金 融 機関 の 経営 と ガバ ナン ス の 向上 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ シュ ー) 一 「 形 式 」 か ら 
「 実 質 ] へ の 変革 ( 案 ) 』 等 の 公表 に つい て 」 (https://www.fsa.go.jp/news/r1/ginkou/20200207/20200207.html) 
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主要 論点 具体 的 な 論点 の ポイ ント 


















































































































































論点 1 】 地域 銀行 の 経営 理念 経営 理念 に は 、 責 務 (ミッ ショ ン ) ・ 価 値 観 (バリ ュー) ・ 目 標 ( ビ 
ジョ ン ) と いっ た 側面 が ある 中 で 、 自 行 の 経営 理念 は どの よう な も の か 。 
経営 理念 は 、 ど の よう に 行内 に 浸透 し て いる か 。 

論点 2 】 地域 社会 と の 関係 自 行 は 、 地 域 社会 と の 関係 を どの よう に 考え て いる か 。 ま た 、 地 域 社 会 
の ステ ー ク ホル ダー と どの よう に 対話 し て いる か 。 

【 論 点 3 】 経営 者 の 役割 経営 トッ プ は 、 自 行 の 強み ・ 弱 みな ど 、 現 状 を どの よう に 把握 し 、 ど の 


























よう に 評価 し て いる か 。 仮に 、 課 題 が ある と 考え る 場合 、 そ の 解決 に 向 
け て 、 先 送り する こと な く 、 ど の よう な 取組 み を 行っ て いる か 。 後継 者 
の 育成 を どの よう に 考え て いる か 。 


【 論 点 4 】 取締役 会 の 役割 自 行 の 現状 を 踏ま えて 、 取 締 役 会 に 期待 する 役割 を どの よう に 考え て い 
る か 。 社外 取締 役 に ど の よう な 役割 を 期待 し て いる か 。 取締 役 会 、 社 外 
取締 役 の 役割 の 発揮 状況 を どの よう に 評価 し て いる か 。 仮に 、 課 題 が あ 
る と 考え る 場合 、 そ の 解決 に 向け て 、 ど の よう な 取組 み を 行っ て いる か 。 


論点 5 】 経 営 戦略 の 策定 自 行 に お いて 、 ど の よう な プロ セス を 経て 経営 戦略 を 策定 し て いる か 。 

経営 理念 と 経営 戦略 の 関係 を どの よう に 考え て いる か 。 現場 の 意見 の 反 

映 を 含め 、 経 営 戦 略 の 実践 状況 の 検証 や 今後 の 戦略 へ の 反映 な ど 、 

PBDEeCA プ 加 セ ス は と ど と の よう な も の か 。 

論点 6 】 経営 戦略 の 実践 経営 戦略 を 実践 する に 当たっ て 、 コ スト と リタ ー ン の バラ ンス の 分 析 や 、 
それ に 基づく ポー ト フ ォ リ オ (業務 の 構成 と 経営 資源 の 配分 ) の 構築 を 
の 人 CO 

論点 7 】 業務 プ ロ セ ス の 合 経営 戦略 を 実践 する に 当たっ て 、 経 営 環境 の 変化 等 を 踏ま ほえ て 、 業 務 プ 

化 や 他 機 関 と の 連携 ロ セ ス の 合理 化 や 他 機 関 と の 連携 な ど を どの よう に 考え て いる か 。 







































































































































































































































































































































































【 論 点 8 】 人 材 育成 、 モ チ ベ ー 経営 理念 等 を 踏ま ほえ 、 自 行 の 行員 に 求め られ る 能力 を どの よう に 考え て 
ショ ン の 確保 いる か 。 そ の た め の 人 材 育成 に 向け て 、 ど の よう な 取組 み を 行っ て いる 





























か 。 役 職員 が 、 業 務 に 誇り と や り が い を 感じ る と と も に 、 安 心して 働け 
る 環境 を 整備 する た め に 、 ど の よう な 取組 み を 行っ て いる か 。 




















3. コア ・ イ シュ ー の 活用 方 法 と 期待 され る 効果 等 

1. の 背景 で 述べ た と お り 、 地 域 銀行 の 経営 環境 が 厳し さ を 増 す 中 で 、 経 営 ト ッ プ 等 が 改め て 、 経 営 理 
念 を 軸 と し て 、 上 記 の 8 つの 主要 論点 に つい て 、 そ れ ぞ れ 個 別 の 論点 と し て で は な く 、 総 合 的 に 考え て い 
ak に コン SUSESE ES 

も と より 、 各 行 の 経営 理念 や 経営 戦略 等 は 、 固 有 の も の で あり 、 コ ア ・ イ シュ ー に 沿っ て 、 金 融 庁 が 一 
つの 用 る 2K0 る も の 0 で は き あ り ま せん ハミ うし / 取 組み に 0 人 委 ド ッ クッ きき 信昭 や カバ ンス の 
向上 に 向け た 「 気 づき 」 を 得 て い た だ く と と も に 、 金 融 店 と 経営 トッ プ 等 と の 「 深 度 あ る 対話 ] (探究 型 
対話 ) を 通じ て 、 各 行 の 経営 理念 ・ 経 党 戦 略 等 に つい て 、 一 層 理 解 を 深め て いき た いと 考え て いま す 。 具 
佑 有 的 居 は は トッ アリン ク を 行う 際 が な が ど に こ ) し た 論点 を る 責 填 き な が ら 金 昌 庫 で 比 選 ドッ ク と 
0 訪 [I9N 語 eee 0 ま UEU クス (いま うり 

な お 、 コ ア ・ イ シュ ー は 、 地 域 銀行 を 対象 と する も の で す が 、 主 要 論 点 の 多く は 協同 組織 金融 機関 に お 
いて も 参考 に な り ま す 。 そ の た め 、 相 互 扶助 の 理念 等 の 協同 組織 金融 機関 の 特性 を 踏ま えて 、 必 要 に 応じ 
で 目 ら の 租 押 や の バナ ンス を 折り 反 ② に 当たっ て 活用 じ で いた だ だ きだ いと 考え て で て いま すり, 
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ショ こき (の 2 い 0 は 現在 リッ ク ヨ メン トド (3 月 9 且 ( 有 | 人 NE くい ます ペタ 
ッッ ク 当 メ ント 符 』 俊 年 鹿内 合 結 果 を 公表 し た いと 考 有 2 てい ます の で こ 廊 見 を いた だ けれ ば 幸い で 
Ro 























政策 解説 コー ナー 





課長 補佐 男 澤 直孝 
(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 

金融 庁 で は 、 金 融 ・ 資 本 市 場 の 機能 ・ 魅 力 を 向上 させ る た め の 取 組み の 一 環 と し て 、 東 京 国際 金融 セ 

ンタ ー の 推進 に 取り 組ん で いま す 。 金融 面 に お いて 、 東 京 が 魅力 ある ビジ ネス の 場 と し て 認知 され 、 世 


界 中 か ら 人 材 、 情 報 、 資 金 の 集まる 国際 都市 と し て 発展 し て いく こと は 重要 な 課題 で あり 、 こ こ で は 人 金 
融 庁 と し て 取り 組ん で いる 関連 施策 に つい て ご 紹介 し ます 。 















































































































































(1 ) 「 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク 」 に つい て 


高度 な 専門 性 を 持つ 投資 運用 業者 は 、 日 本 の 金融 ・ 資 本 市 場 や 国民 の 資産 形成 に と っ て 極め て 重要 で 
あり 、 そ うし た 業者 の 日 本 市 場 へ の 参入 に か か る 負担 を 軽減 し 、 新 規 参入 を 促進 し て いく こと が 求め ら 
まま 968 

RS RR ER ポー ト デ ス ク 」 を 開設 し 、 拠 
点 開設 に 係る 金融 法令 の 手続 き 等 に 関す る 相談 を 受け 付け る こと に SERIE RS 
開設 を 促進 し て いま す ※ 1 。 ま た 、 本 デス ク で は 、 東 京都 が 運営 する 海外 金融 事業 者 向け の 相談 窓口 
も 相互 連携 を 行っ て いま す ※ 2 。 

これ まで 、 本 デス ク を 通じ て 、 投 資 運 用 業 や 投資 助言 ・ 代 理 業 を 含む 20 社 (2020 年 2 月 21 日 時 点 ) 

I 日 本 を 離れ 海外 を 拠 
点 に 事業 を 行っ て きた 日 本 人 ファ ンド マネ ー ジ ャ ー が 運営 する 資産 運用 業者 な ど 、 様 々 な 進出 形態 の 例 
NO 


| 海外 金融 事業 者 誘致 に 向け た 東京 都庁 ・ 金 融 庁 の 一 体 的 取組 み 
(2) 「 投 資 運用 業 等 登録 手続 ガイ 一 


3 EE 海外 の 金融 事業 者 を 対象 に 、 法 人 設立 や 金融 業 の 登録 な ど 、 拠 点 開設 に 係る 
ド フ ブッ ク 」 等 の 公表 に つい て さま ざま な 疑問 に フン スト ッ プ で お 答え し 、 必 要 と な る 手続 き を 支援 し ます 。 
上 記 デ スク に お ける 相談 支援 に 


加え 、 投 資 運用 業者 の 新規 参入 の 
更 な る 促進 を 目指 し 、「 成 長 戦略 
フォ 上 旭 アッ プ | (2019 年 6 月 間 
議決 定 ) を 踏ま ええ 、2020 年 1 月 、 

投資 運用 業 を は じ め と し た 人 金融 商 
品 取引 業 の 登録 手続 に 関す る 情報 


ニン こつ 有吉 ソ 「 人 金融 窓口 相談 見 」 に よる 相談 尻 付 
提供 を 行う た め 、「 投 資 運用 業 等 |” die どちら の 畜 口 に 相談 



































































































































金融 庁 - 
金融 業 の 名 開設 サポ ー ト デス ク 


E-mail: marketentry@fsa_go.jp 
ーー で や つり Tl03.3506-2109 























" 金融 関連 の 法令 解釈 や 手続 き に 

















0 に 上 に た 関す る 騒 人 
登録 手続 ガイ ドブ ッ ク 」 を 日 本 語 、| (誠人 代 記 等) ニコ < 全 融 凌 と し て の 登録 手 続き に 向 
EE G 2 。 ぐ 生活 環境 に 関す る 情報 提供 に 対応 けた 継続 的 な フォ ロー 


0 SS (英語 対応 可能 な 病院 や 子女 向け 学 
従前 、 日 本 市 場 へ の 新規 参入 を 校 等 ) 


検討 する 金融 事業 者 (特に 海外 金 | ぐ まき に 縛 通 し た 弁士 の 紹介 ・ 相 
融 事業 者 ) か ら は 、 金 融 商品 取引 | 

業 に 係る 規制 内 容 を 理解 する こと 
は 必ず し も 容易 で は な い 、 ま た 、 実際 に 登録 申請 を 行う 際 、 登 録 手続 の 具体 的 な フロ ー や 審査 項目 等 に 
SU 4 提 屋 UGC も さき こい と の 声 ち 癌 が か 0 た と この で あお ホイ トド トラ ッ ラック は この 2 の 明 請 に 応え 
る た め 、 資 産 運用 業 に 関連 する 主 な 事業 スキ ー ム 毎 に 必要 と な る 登録 種別 等 を 、 フ ロー チャ ー ト や 図解 
を 用 いて わか りや すく 解説 する と と も に 、 登 録 審査 手続 及び 登録 要件 に つい て も 、 可 能 な 限り 実務 的 に 
説明 を 行っ た も の で す 。 ま た 、 有 用 な 情報 を 掲載 し た ウェ ブ ペ ー ジ へ の リン ク を 本 ガイ ドブ ッ ク の 関連 
箇所 に 明示 する な ど 、 新 規 参入 者 に と っ て 使い や すく 、 情 報 を 収集 し や すい 内 容 と し て いま す 。 





















































※ 1 金融 庁 「 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク 」 URL: https://www.fsa_.go.jp/policy/marketentry/index.html 
※ 2 東京 都庁 「 金 融 ワ ンス トッ プ 支 援 サ ービス 」 5 
URL: http://www.senryaku.metro.tokyo.jp/bdc_tokyo/japanese/support/index.html 








AB 二 ホ 2 ドド クシ ツク 0 20 52 や 
様 の フィ ー ド バッ ク を 基 に 随時 見 直し を 行い 、 
必要 に 応じ て 内 容 の 改善 ・ 拡 充 を 行う 予定 で 




































































あり 、 そ の よう な 意味 も 込め て Ver1.0 と し て 外国 の 拠点 に お いて 、 外 国籍 ファ ンド の 組成 ・ 運 用 を 行う 場合 。 
お り ま す 。 そ の た め 、 も し 記載 内 容 に つい て ] 
ご 意見 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら 、 ご 遠慮 な ファ ンド の 形態 は 、① 信 託 型 ファ ンド ・ 会 社 型 ファ ンド 、 又 は ② 組 合 型 ファ ンド | 
く 当 庁 ま で ご 連絡 くだ さい (連絡 先 は 本 ガイ 
KG SN 1 
また 、 投 資 運用 業 の 登録 に 向け た 当局 へ の ファ ンド の 投資 家 に 国内 の 者 が 含ま れる か 。 = | 登録 不要 
事前 相談 に お いて 、 事 業者 と 当局 問 の 対話 を ! 
円 滑 化 する た め に 作成 され る 「 新 規 ・ 変 更 登 TT TT LN aa。 





録 申 請 者 (投資 運用 業 ) の 概要 に つい て 」 

(以下 「 概 要 書 ] と いう 。) の 様式 に つい て 
RI ドク ルク の 人 人 到 に 告 わ 80GW 目 本 
議 。 基 褒 選 AU きま し だ 人 こ 。 ここ で 、 光 還 


















































(b) ファ ンド の 組成 ・ 運 用 業務 
(i) ファ ンド の 組成 ・ 運 用 を 行う 場合 



























































+1 業務 執行 者 (無限 責任 組合 員 や ジェ ネ ラ ルパート ナー) か ら 外 部 委託 を 受け 
て ファ ンド の 運用 を 行う 場合 は 「NO」 に な り ま す が 、 灯 務 執 行者 の 登録 の 要 
否 に つい て は 別途 検討 が 必要 で ある こと に ご 留意 くだ さい 。 

+2 日 本 必 住 者 * 国 内 法人 で ある 業務 稚 行 者 か ら 委託 を 受け て ファ ンド の 運用 
生 務 を 行う 場合 に は 、 投 次 運用 業 の 登録 が 必要 に な る 可能 性 が あり ます 。 


























% 外国 に お いて 投資 運用 業 を 行う 法人 で あり 、 国 内 投資 家 は 投資 運用 業者 又 、 8 
書 は 実際 の 登録 プロ セス に 進ん だ 事業 者 を 中 は 信託 銀行 の み で ある か (( 参 考 1) (2)② 参 照 )。 te 
心 に 配付 し て いま し た が 、 今 般 公 表し た こと e CT 
に より 、 登 録 手続 に お ける 審査 項目 が 事業 者 国内 投資 家 が 10 名 未満 の 適格 機関 投資 家 等 の み で 、 国 内 投資 家 か ら の 出 

> 2 資 額 が ファ ンド の 軍用 資産 全体 の 3 分 の 1 以下 で ある か (参考 1(2)⑦* | ーー プラ | る 録 不要 
に っ で 分 0 り や すぐ 次 る と と る 2 語 と き 昭 )。 Ee 








に よる 事前 の 準備 も 可能 に し 、 審 査 プ ロ セ ス 
の 効率 化 に つなが る も の と 考え られ ます 。 

















“ ! 





国内 投資 家 が 1 名 以上 の 適格 機関 投資 家 及 び 49 名 以下 の 一 定 の 投資 家 の 
み で ある か (( 参 考 1)(2)⑧ 参 照 ) 。 

















本 ガイ ドブ ッ ク 及 び 概 要 書 が 積極 的 に 利 活 
用 され る こと に より 、 日 本 市 場 へ の 新規 参入 
を 促進 し 、 ひ いて は 日 本 の 金融 ・ 資 本 市 場 の 
機能 ・ 魅 力 向上 に つなが る こと を 期待 し て い 
9 


(3 ) 東京 都 等 と の 連携 に よる 海外 プロ モー 

ショ ン 活 動 の 実施 に つい て 
新規 参入 を 促進 する た め に は 、 海 外 の 投資 運用 業者 等 の 金融 事業 者 に 対し 、 日 本 の 金融 ・ 資 本 市 場 の 
魅力 に つい て 積極 的 に 情報 発信 する こと も 重要 と 考え られ ます 。 金融 庁 で は 、 東 京都 や 、2019 年 4 月 に 
設立 され た 一 般 社団 法人 東京 国際 金融 機構 (FinCity.Tokyo) と 連携 し 、 国 内 の みな ら ず 、 ニ ュー ヨー ク 
や ロン ドン 、 和 香港 、 パ リ に お ける 金融 プロ モー ショ ン イ ベン ト 等 に 参加 する こと に より 、 国 内 外 の 金品 
事業 者 に 対し て 、 日 本 の 金融 ・ 資 本 市 場 の 魅力 や コー ポレ ー ト ガバ ナン ス 改 革 の 進展 等 に 関す る 情報 発 
(20G 2 まお の 2 


(4 ) 今後 の 対応 


上 記 の よう な 新規 拠点 を 開設 する 方 法 の ほか に も 、 海 外 の 投資 運用 業者 等 が 日 本 に お いて 投資 運用 業 
務 等 を 拡充 する 方 法 と し て 、 登 録 済 の 日 本 拠点 を 拡充 する 、 国 内 業者 に 委託 を 行う と いっ た 方 法 も 考え 
られ 、 金 融 庁 と し て は 、 こ うし た 方 法 に よる 日 本 に お ける 投資 運用 業務 等 の 拡充 も 推進 し て いま す 。 ま 
た 、 投 資 運 用 業者 等 の 金融 事業 者 が 、 海 外 に お ける 業務 を 継続 する こと が 困難 に な っ た 場合 に 、 日 本 で 
の 一 時 的 な 業務 の 実施 を 選択 する 状況 も 考え られ る こと か ら 、 こ の よう な 状況 に 対応 する た め の 内 閣府 
令 の 改正 に つい て も 検討 を 行っ て いま す 。 

今後 と も 、 国 内 外 の 投資 運用 業者 等 の 関係 者 か ら 、 こ れ ま で の 当 庁 の 取組 み に つ いて の フィ ー ド バッ 
ク を いた だ き な が ら 、 海 外 に お ける 取組 み の 調 査 等 を 通じ て 日 本 の 国際 金融 セン ター と し て の 強み ・ 弱 
み を 分 析 し 、 東 京 国際 金融 セン ター の 推進 に 必要 な 施策 を 幅広 い 分 野 で 講じ て まい り ま す 。 


no 生 























き 事業 スキ ー ム 例 ②(ix) 





[ 『 投 資 運 用 業 等 ガイ ドブ ッ ク 』 よ り 抜 粋 ] 






























































































































































































































































※3 本 ガイ ドブ ッ ク は 以下 の URL に て ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 


URL : https://www.fsa.go.jp/policy/marketentry/guidebook.html QR コー ド : 





お 知ら せ 
「 ち いき ん 会 熊本 ダイ アロ グ 」 ほ に つい て 














「 ち いき ん 会 」 を 契機 と し て 熊本 の 有志 に よる 「 ち いき ん 会 熊本 ダイ アロ グ 」| が 発足 し まし た 。 
平成 31 年 3 月 以降 、 熊 本 ダイ アロ グ の テー マ で ある 「 起 業 ・ 創 業 に や さ し い まち 熊本 」 の 実現 に 必 
要 な 仕組 み 作 り に つい て 、 官 民 金 の 有志 で 議論 を 続け て きま し た 。 

熊本 ダイ アロ グ メ ン バ ー が 提案 し た 「 起 業 ・ 創 業 促進 スキ ー ム | が 、 公 的 な 連携 会 議 で ある 熊本 
県 中 小 企業 経営 支援 連携 会 議 (事務 局 : 熊本 県 信用 保証 協会 ) に て 採用 され 、 令 和 2 年 4 月 より 正 
式 に サー ビス を 開始 し ます 。 同 スキ ー ム は 、 事 業 計画 策定 前 の 「 潜 在 的 な 」 起業 希望 者 も 対象 と す 
る 点 が 特徴 で す 。 起 業 経験 者 を メン ター と する ほか 、 関 係 支援 機関 が 様々 な 支援 を 提供 し ます 。 ま 
た 、 起 業 支援 情報 を 熊本 県 信用 保証 協会 の HP に 集約 し 、 利 便 性 を 高め ます 。 

令 和 2 年 2 月 17 日 、 熊 本 県 中 小 企業 経営 支援 骨 
上 会 議 の 代表 の 方 々 が 蒲 島 熊本 県 知事 を 訪問 し 、 
事務 局 の 熊本 県 信用 保証 協会 の 真崎 会 長 お よび 同 
会 議 の アド バイ ザー で ある 九州 財務 局 の 大 津 局長 
か ら 、 本 サー ビス を 開始 する 旨 を 報告 し まし た 。 
蒲 島 県 知事 は 、「 地 域 の 発展 に 大 きく 寄与 し 、 熊 
本 地震 か ら の 創造 的 復興 に 大 きく 弾み が つく も の 
と 期待 し て いる 」 や 「 オ ー ル 熊本 の 取組 み は 全国 
で も 画 期 的 ] と 評価 し 、 協 力 の 意向 を 示し まし た 。 

本 件 は 、「 ち いき ん 会 ] を 契機 に 集まっ た 有志 熊本 県 知事 に 起業 支援 事業 に つい て 報告 する 様子 
と と も に 地域 課題 解決 支援 チー ム が 伴走 し て 議論 | 左 : 熊本 県 起業 経営 支援 連携 会 議 メ ン バ ー 右 : 熊本 県 知事 | 
し て きた 案件 の 中 で 、 正 式 に サー ビス 化 さ れ た 初 の 事例 で す 。 熊 本 ダイ アロ グ メ ン バ ー は 、 本 件 ス 
キー ム が 正式 に サー ビス 開始 に まで 至っ た 要因 を 、 「 メ ン バ ー の 熱い 想い ] や 「 単 一 機関 の 職員 だ 
け で は な く 複 数 機関 の 職員 を 交え た た め 議 論 の 幅 が 広がっ た こと 」 等 に ある と 分 析 し て いま す 。 

地域 課題 解決 支援 チー ム は 、 所 属 に 関係 な く 「 有 志 」 を 共通 項 と し た コミ ュ ニ ティ の 形成 に より 、 
各地 域 の 課題 解決 の 取組 み を 引き 続き サポ ー ト し て いき ます 。 


地域 課題 解決 支援 チー ム の 活動 を お 知ら せ し ま す ! 


金融 庁 は 、 若 手 職員 の 人 材 育成 と 新規 性 ・ 独 自 性 の ある 政策 立案 を 目的 と し て | 政策 オー 
プン ラボ | に 取り 組ん で いま す 。 そ の 取組 み の 中 で 発足 し た 「 地 域 課題 解 決 支援 チー ム 」 は 、 
実際 に 現場 に 出向 き 、 地 域 の 金融 機関 や 自治 体 と の 対話 を 重ね 、 有 機 的 に 連携 ・ 行 動 す る こ 
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と で 、 地 域 課 題 解決 に 向け て 協 働 する 地域 経済 エコ シン ステ ム の 形成 を サポ ー ト し て きま し た 。 
課題 で お 悩み の 方 は 是非 ご 相談 くだ さい 。 課題 解決 に 一 緒 に 取り 組ん で いき まし ょ う 「! 当 

チー ム の と これ まで の 活動 に つい で て は 以下 を ご 存 く だ さい 

URL : https://www_fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kadai-top.html 























く _ 第 4 回 、 第 5 回 ちい きん 会 の 延期 に つい て > 


2 月 29 日 に 「 第 4 回 ちい きん 会 in 東京 ] 、 3 月 15 日 に 「 第 5 回 ちい きん 会 in 京都 ] の 開催 を 予定 し て 
お り ま し た が 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 の 情勢 を 鑑み 、 皆 さま の 健康 を 第 一 に 考え た 結果 、 開 催 延 
期 を 決定 いた し まし た 。 す で に 300 名 以上 の 方 に 登録 いた だ いて お り ま し た が 、 ご 理解 の ほど よろ し く 
お 願い し ます 。 今後 開催 する 「 ち いき ん 会 」] に お いて 、 共 感 で きる テー マ で 皆さま と 熱く 議論 する こと 
を 楽し み に し て お り ま す 。 7 



















































































お 知ら せ 


新型 コロ ナウ イル スズ 感染 症 に 関す る 


金融 庁 の 施策 に つい て 








" | 新型 コロ ナウ イル ス に 関す る 金融 庁 相談 ダイ ヤル | を 開設 





[新型 コロ ナウ イル ス に 関す る 金 


金融 機関 と の お 取引 に 


関し 











ダル を る 閑 設 人 0 仏 し 3 た : 


合 に は 、 お 気軽 に ご 相談 く 
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て ご 心配 な こと が ある 場 





ラフ ラ リー ダイヤル で す の で 、 


だ さい 。 


0120--1568 1 1 (フリ ー ダ イヤ ル ) 【 平 日 10 時 0 0 分 17 時 0 0 分 】 


※1P 電 話 か ら は 0 


マソ 金融 機関 へ の 要請 


レラ 


9 2 人 


融 庁 は 全 金 融 機関 に 対 











新型 コロ ナウ イル ス 感 染 
事業 者 支援 に 係る 要請 
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し て 、 以 下 の と お り 要 請 を 行い まし た 。 
症 の 発生 を 踏ま えた 対応 に つい て 
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症 の 国内 感染 拡大 防止 に 係る 対応 に つ 


























金融 機関 が 事業 者 を 訪問 する な どの 丁寧 な 経営 相 
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お ける 従業 員 の 休暇 取得 
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2 月 25 日 、 
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に 係る 環境 整備 
勤 、 テ レ ワ ー I 
『 型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 方 針 | を 踏ま えた 対応 ( 


内 感染 拡大 防止 に 係る 要請 】 
情報 の 収集 
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示さ れる 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 
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や 地方 公共 団体 か ら 
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・ イ ベン ト 等 の 開催 














咳 エ チケ ッ ト 等 の 一 』 
圧 状 が 見 られ る 従業 員 等 へ の 休暇 取得 の 勧奨 、 


DT RE 
開催 の 必要 性 を 改め て 検討 








区 感染 対策 の 徹底 











時 差出 勤 

















、 テ レ ワ ー ク 等 の 積極 的 な 





染 の 広がり 、 





硫 大 防止 の 観点 か ら 、 感染 
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ンズ > 
平 融 


, 金融 商品 取引 法 ! に 基づく 開示 
今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 3 
IO き SN の Sm 2 介 人 る 爺 時 南 居 


1 PC ジニ Ua いら の の の この ) ピー 


きい 。 
( 注 ) 有価 証券 報告 書 及 び 
内 部 統制 報告 書 の 提出 期限 事業 年 度 経 過 後 3 ヶ 月 以内 
四半 期 報告 書 の 提出 期限 四半 期 会 計 期 間 経過 後 45 日 以内 
半期 報告 書 の 提出 期限 中 間 会 計 期 間 経過 後 3 ヶ 月 以内 
〇 。 また 、 了 臨時 報告 書 に つい て も 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 E の 影響 に より 臨時 報告 書 の 作成 自体 が 
行え な い 場 合 に は 、 そ の よう な 事情 が 解消 し た 後 、 可 及 的 速やか に 提出 する こと で 、 遅 滞 な く 提 出 
隔 夫 も の 2 取り 040SaCCAOUI2 
〇 ここ に 記載 する 他 に も 、 今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に より 実務 上 の 支障 が 生じ て いる な ど 、 
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な い 企 業 等 が 発生 する 可能 


今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に 
以下 の 内 容 を 公表 し まし た 。 


会 場 の 状況 等 を 踏ま え 、 
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古 の 影響 に 伴い 、 


























1 























3 \ 





四半 期 報告 書 、 


臣 と 


半期 報 
業務 が 継続 





中 国 子会社 へ の 監 





























り 期 限 ま で に 提出 で き な い 場合 





















































論 園 りり の こと と が か こざ し 


謗 し く は 、 金 融 庁 ウ 















































は 、 財 務 ( 支 ) 局長 の 承認 に 














談 く 























NM 





條 下さ い 。 





距 ヲ イ ト で ご 確 謎 





[新型 コロ ナウ イル ス 感 系 症 関 連 情 報 ] 特 i 21 8 
(https://www.fsa.go.jp/ordinary/coronavirus202001/press.html) 






































、 ご 遠慮 な く 所 管 の 財務 ( 支 ) 局 ま で ご 相談 くだ さい 。 


今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 2 月 3 日 一 2 月 28 日 ) 















































金融 庁 職 員 も 現場 で 一 緒 に 考え ます 「 地 域 課題 解決 支援 チー ム | (2 月 
[顧客 本 位 の 業務 運営 | の 取組 成果 の 公表 状況 ( 令 和 元 年 12 月 末 時 点 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 を 踏ま えた 対応 に つい て 金融 機関 に 要請 


[地域 金融 機関 の 経営 と ガバ ナン ス の 向上 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ シュ ー) 
~ 「 形 式 | か ら 「 実 質 」 へ の 変革 一 ( 案 ) 」 等 (2 月 7 日 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関連 する 有価 証券 報告 書 等 の 提出 期限 に つい て (2 月 
H13 日 に 「 経 済 価 値 ベ ペース の ソル ベン シー 規制 等 に 関す る 有識者 会 議 」 (第 8 岳 
17 日 に 第 43 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 31 回 金融 分 科 会 合同 会 合 を 開催 (2 月 10 日 ) 

H13 日 に 金融 審議 会 「 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ | (第 27 回 ) を 開催 (2 月 13 日 ) 

H18 日 に 「 金 融 仲介 の 改善 に 向け た 検討 会 議 」 (第 21 回 ) を 開催 (2 月 17 日 ) 

スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド の 受入 れ を 表明 し た 機関 投資 家 の リ スト に つい て 更新 (2 月 18 日 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 国内 感染 拡大 防止 に 係る 対応 に つい て 金融 機関 に 要請 (2 月 19 日 ) 


NISA・ ジ ュ ニ ア N |I SA 口座 の 利用 状況 に 関す る 調査 結果 (2019 年 12 月 末 時 点 (速報 値 ) ) (2 月 
21 日 ) 


令 和 元 年 9 月 期 に お ける 金融 再生 法 開示 債権 の 状況 等 (ポイ ント ) (2 月 21 日 ) 

銀行 と 電子 決済 等 代行 業者 と の 間 の 契約 締結 等 の 状況 (2019 年 12 月 末 時 点 ) (2 月 
[新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 方 針 ] を 踏ま えた 対応 に つい て 要請 (2 月 
[新型 コロ ナウ イル ス に 関す る 金融 庁 相 談 ダ イヤ ル ]| を 開設 (2 月 
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・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 本 twitter 情 報 発信 
https://twitter.com/fsa_JAPAN に 





・ 金融 庁 NISA 特 設 サ イト 
https://www.fsa.qo.]p/policy/nisa2/index.html 





・ 金融 庁 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 
https://www.fsa.go.]p/receipt/soudansitu/index.html 
(受付 時 間 : 平日 10 時 17 時 ) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570 016811 FAX :03-3506-6699 

※IP 電 話 か ら は 、03- 5251--6811 に お か け く だ さい 。 





編集 後記 
アク セス FSA 3 月 号 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 
足下 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 社会 に 大 き な が 影響 を 及ぼ し て いま す 。 金融 庁 で は 、 金 融 機関 に 対し て 事業 
者 等 へ の きめ 細か い 対 応 の 要請 、 有 価 証券 報告 書 等 の 提出 期限 の 柔軟 化 な どの 対応 を 行っ て いま す 。 
また 、 ち いき ん 会 な ど 様 々 な 金融 関係 の イベ ント が 延期 や 中 止 と な り 、 残 念 な がら 、 我 々 も 政策 を 発信 する 機 
会 が 減っ つて し まっ て いま す 。 こ うし た 時 こそ 、 こ の アク セス FSA や ツイ ッ タ ー、 金 融 庁 HP の 内 容 を 一 層 充 実 さ せ 
*、 ご 期待 いた だ 【 と 思い ます 。 _ 
て いき ます の で 朋 待 いた だ けれ ば と 思い ます 全 融 庁 広報 室長 和田 良隆 


編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





